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神戸市北野町山本通伝建地区に おける住民の 生 活拠点と居場所の特性に関する
一

考察

正 会員　 ○ 竹 田　和樹 ＊

　同 　　　　山 崎　寿
一

＊＊

ま ち の 居場所 生活 行 動 観 光 と居 住

1 − 1　研 究の 背 景 ・目的　　　　　　　　　　　　　　　　表 2−1か ら北野 町 2 丁 目は 公 開異人館や異人館を店舗 に し

　近 年 、コ ミ ュ ニ テ ィ カ フ ェ や街 角 広 場 とい っ た 「ま ち居 て い る事例が 多く、2 階部 分 も店 舗 等 とな っ て い る割合が高

場 所 」 と言 わ れ る場 所 が 注 目 され て い る。　　　　　　　 い e 北 野 町 3 丁 目で は 1階は 店舗で あ る が 2 階 を住居 と して

　北野町山本通地区に関す る研 究 に は安田 らの 研 究に お い い る もの が 20軒 と多 い こ とが 分 か る e 観光化前か らの 居住

て 北 野地 区 にお け る景観ま ちづ くりへの 住 民 の 関わ りにつ 者で あ り
「
北野

・
山本地 区 を ま も りそ だ て る会1 の 副 会長 で

い て 考察し て い るが、対 象地区 の 居場所や住居 の 特徴 に つ あ る 丁氏 へ の ヒ ア リ ン グか ら、ト
ー

マ ス 坂沿い の 街区の L
い て 考察 して い る もの はない ．　　　　　　　　　　　 2 階の 所有関係を伺 うと図 2 − 1 の よ う に 1階は 店舗 に さ

　本研 究 で は 建物 用 途や 住居と店舗 の 混在 の 仕方 と生活行 れ、観光化当初か ら続い て い る 店だ が、2 階部分は 数 年 ご と

動 に 関す る ヒ ア リ ン グか ら観 光 地 に お い て住 民 が どの よ う　に 居住者が 変わ る、とい っ た事例が多い 事が 分か っ た。

に生 活 を展 開 し て い る か を 見 る。ま た街 の 中 の 広場 や 道 と

い っ た 場所の 利 用 実 態を 調 査す る こ と で 、そ の 場所 が住 民

に と っ て どの よ うな 役割 とな っ て い るか を 明 らか に す る。
1 − 2 　 地 区 の 概要

　北野 ・山本通 地 区 「異人館 の あ る街 」 とし て 年間 160 万

人 が訪れ る （平成 20年）神戸 有数 の 観 光 ス ポ ッ トと な っ

て い る。一方で 三 ノ宮中心部に 近く利便性 の 高い 街 と して

居住者も多い 地 区 とな っ て い る。

1 − 3　 調 査の 概要

　伝建 地 区 は 北 野 町 1〜4 丁 目、II［本通 2 〜3丁 目に含 ま

れ て い る。観光化 され て い る範 囲 と し て 伝建 地 区 内 と都市

2 − 2 　居住年数か らみ た 地区の 特徴

　 住 宅 地 図 を 見 る と北 野 町 2 」
』
目 で は 40年以 上 （1968

〜

2009年）居 住 して い る住 宅 が 12 軒、20 年 以 上 （1988〜2009年）

が 27 軒 と 新 し く入 れ 替 わ る 住 践 が 多い
一

方で 長年住 ん で い

る住民 も多 く、居住地 と し て の 側面も強い こ とが 分 か っ た 。

　ま た 20 年間で 半数以 上 が 入れ 替 わ っ て い る集合住宅 も 12

軒あ っ た 。ま た 図 2 − 2 を見 る と大 きな 通 り沿 い に は店舗併

用 住宅 が 多い
一

方、異人 館か ら離れた 場所で は専用 住宅 や 集

合住宅も多 く、居住地 と して の 側 面 も強 い と言 え る．

2 − 3　 居 住者の 都市的な生 活行動

　居 住 年 数 の 浅 い 住 民 7 名 （Al 〜A5 ：ff住年 数 1 年〜9

景観形成地域内 の 大 きな 通 り沿い （山 麓線、山本通 り、北 年、B1 、B2 二 居 住年数 15 年、喫茶店経営〉 に 生 活行動

野 坂、ハ ン タ
ー

鍍、天神 坂、トー一“？ ス 坂、オ ラ ン ダ坂） を　につ い て ヒ ア リン グ を行 っ た 結果、目常の 行動 の 中で 見られ

調査 範囲 と した。　　　　　　　　　　　　　　　　　 る異 人 館や 山、路地 な どの 北 野 町 特 有 の もの が 居 心 地 が よい と

2 ．地区 に おける生 活の 特徴　　　　　　　　　　　　思 える要 因 となっ てい ることが 分か っ た。また観光化 に対 しても間

2 − 1　 1 ，2 階用 途か ら 見 た地 区の 特徴　　　　　　　 接的 に見ることや 聞 こえることの 楽 しさか ら居心地 がよい と感 じて

　 1，2 階の 用 途 を 調 べ る こ とで 住居 と店舗 の 混 在 の 仕方 い るとい う意見 もあっ た。

の 特徴を明らか にす る。 （北 野 町 1丁 目＝K1 、山本通 1　 北 野町 以外 で 働 い てい る住 民 が 北 野 町 で 生活 す る 時 聞 と異 人

丁 目＝Y1 ＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 館の 開館 時 間は 重 なる部 分 もあるが 多くは重ならない 。（図 3 −3）

　 表 2 − 1　 町別 1 ，2 階用途 　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

総 数 1 階 2 階 異 人館

K111111
K21114038 旦

K310133133

K4621581
Y112100

Y2261890

図 2−1　店舗 と住居の 混在の
一

例 図 2 −2対象地区 の 用途 図
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3 ．街 の 利用 実態 か ら見 た居場所の 形 成

3 ・1　 広場の 使われ方

　実際に どの よ うに広 場や道が使 われ て い るか を見 る こ と

で どの よ うに 住民 の 居 場所 とな っ て い るか を考察 した。
　広 場に つ い て 30 分 ずっ の 利 用 人 数 と行 為 に つ い て ま と

め た。（表 3 − 1） （1 ，9 ：00 〜10；30、2．11：00 〜13：30、3．
14：00 〜 15：30、4．16：3Q 〜18：00 の 問 の 30 分）

　広 場 1 は 図 に あ る よ うに風見鶏の 館、萌黄の 館 に 面 し た

広場 で あ り、観光客 が最も集 ま る場 所 と 言 え る。休 日に は

シ ョ
ー
や似顔絵描 き が行 わ れ る。広 場 2 は観光客が少 な い

道 に 面 し、異 人館 は屋 根が 見 え る程度 だ が 眺望は 良い。

図 3 −1 広 場 1

表 3 − 1　 広場の 利用者数
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為 ： 地 図 を見る、写真撮影

日に は イ ベ ン ト、似顔絵描

などが 行われ、休 日や 平 日

昼 の 時間 に は観光客が 多い

、平 目などに も夕方 に な る

犬の 散 歩 をす る人や 学校 帰

の 小学生 が 見 られ 、時間に

っ て 利用者数 が 変化す る。

図 3 −2　 広場 2

行 為 ：散 歩 途 中の 休憩 、体操、
遊戯 な ど多様

広 揚 1 に比べ 全体 と して利 用

者 が 少 ない が 、昼 間で も観光

客 の 利 用 が 少 ない た め、子供

の 遊び 場 となっ た り、住民が

散歩途中 に 休 憩 す る 場 所 と

な っ た り と、朝、夕 方 と昼、
休 日 平 日 で の 変化 は 少 な い 。

　 広 場 1 は観光客 が多い が、時 間 に よ っ て観 光 目的以 外 の

利用も見 られ 、（煙草を吸 う、散 歩 中 に イベ ン トを眺 め る 等）

それ は観 光 客 の 少 な い 朝 や 夕 方 に 多か っ た。
住民の生活時駆 襷 巳）

　 0　　　　　　　喬　　　　　　 9　　　　　　　11　　　　　　16　　　　　　｝O　　　　　　i4 時

∈ 自韈鑞 犀
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 轟人館の開蟹鱒圏

図 3−3 北野 町内 での 生活 と観光客の 多い 時間
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　3 − 2　そ の 他に 道で 見 られた こ と

休 日 の 昼などの 観光客の 多い 時間帯 で も細 い 路地 で は 住

民 同士 の た ま りや あ い さっ を父 わ す 姿、植 木 の 手入 れ をす

る姿な どが 見 られ、朝 や 夕 方 に な る と犬 の 散歩 をす る 人 や

学校、会社帰 りの 住民と思われ る人 が増 え て い る。ま た、
異入 館 の 絵 を描 く とい う行為も見 られ、住民で も観光客 で

も ない 人 に と っ て も居 場所 と な っ て い る。ま た そ れ を眺 め

る 住民 、観光客 もお り、異 人 館 が 間 接 的 な要 因 とな っ て 居

場所 が つ く られ て い る と言 え る。
4 ．対象地区に おける居場所の 特性 につ い て

　対象地 区 にお け る居 住地 と して の 側面 を用途図や生 活行

動か ら明 らか に した。ま た 北 野 町 に お い て は、
  観光化 され て い る

．．一
方 で 店舗の 2 階や ワ ン ル

ー
ム マ ン

　 シ ョ ン で は都心 的な生活が展 開され る な ど、空 間的 な住

　み 分 けが され て い る

  昼間は観光客が 多い
一

方、朝や 夕．方な どは 広 場 や 道 は 住

　民 が 使 う街 とな る とい う時間的な使わ れ 方 の 違 い が あ る

  観光客が い る時間 帯で は 図 4 　 2 の よ うに 異人館や絵を

　描 く人、眺 望 とい っ た 街 の 要 素 か ら間接的 に 居 場 所 を獲

　得 して い る　 とい う二 とが 分か っ た。

図 4一藤 異人 館の奥の集合佳宅 図 4・2　北野通で 絵を描 く人
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図 4 ・3 北野地区 に お ける住民 の 居場 所の 形 成
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